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NEW

県立病院ニュース
～病院に関係する全ての人から信頼される病院を目指して～

ようこそ、県立病院へ！
～新採用ガイダンスを開催しました～

◆決意を新たに

12月15日、16日の２日間、令和３年

度採用の内定者（看護師、助産師、病院

事務、薬剤師、臨床検査技師）84名を対

象に、新採用ガイダンスを実施しました。

ガイダンスでは、専門職として県で働

くことの責任や魅力、病院局の研修体系

等について説明があった後、各職種ごと

に、先輩職員との座談会を行いました。

◆県立病院で働くということ

先輩職員との座談会では、国家試験

対策や入職までの準備、さらにはスト

レス解消法など、幅広い話題について

意見交換がされました。ガイダンスの

参加者からは、「実際に県立病院で働

く先輩職員から生の声を聞くことがで

き、イメージが沸いた」との声も聞か

れ、不安解消の一助になったと思いま

す。

４月からは県立病院のスタッフとし

て、県民の健康保持に必要な医療の提

供を行っていく立場になります。

公務員としての自覚を持ち、同期の

仲間と切磋琢磨しながら、主体性を

持って成長していくことを期待します。



◆オンライン研修の導入

病院局では各病院での医療安全活動を

支援するため、外部講師を招いて各種研

修を実施していますが、今年度はコロナ

ウイルスの影響で外部講師を招くことが

出来ないことから、集合形式からオンラ

イン形式へ開催方法を変更しました。

オンライン研修は集中力が保ちづらい

などのデメリットはありますが、会場ま

での移動が不要などのメリットもあるの

で、より幅広い職種の方に受講していた

だけることを期待しています。

オンライン研修はじめました！
～コロナ禍での新たな医療安全活動支援～

［フォローアップ研修：新発田ブロックの4病院
（津川、坂町、新発田、リウマチ）が受講している様子］

◆県内統一のテーマによる
医療安全研修

令和２年度より県立病院で発生したイ

ンシデントの傾向を分析し、統一のテー

マを設定した研修をスタートしました。

初年度のテーマは薬剤に着目した「内服

薬の準備から投薬までの確認」です。

各病院はテーマに基づく院内監査を実

施するため「内部監査研修」を受講し、

事前準備や質問書の作成方法などを学び

ました。また、院内監査実施後に「フォ

ローアップ研修」を開催し、他病院での

監査結果を共有しました。

統一のテーマを設定しての研修は次年

度以降も長期的に続けていく予定です。

【オンライン研修に関する受講者の声】
○オンラインでも特に問題は感じなかった。
○集合が理想だが、オンラインで参加だと、交通面や時間面でハードルが
低くて良い。
○新型コロナ禍ではオンライン研修が妥当と考えるが、聞き取りにくい場
面があった。


